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国際大学留学生 お国自慢コーナー ～ boast of my country ～

［公用語］英語、フィジー語、ヒンドゥスターニー語
［首　都］スバ
［面　積］18,274㎢（155位）
［人　口］858,038人（161位）
［GDP（PPP）］36億ドル（152位） 
［通　貨］フィジードル（FJD）
※GDP は国内総生産のことで、購買力平価
　説（PPP）により算出した数値です

フィジー共和国

私の国はこんなところ

　フィジーは、約330の島からなる南太平洋の
中央に位置する熱帯の島国で、さまざまな海の体
験を楽しめます。本島のビティレブ島南部には、
サメと一緒に泳ぐことができる島があります。ベ

ンガラグーンでは海洋生物の観察や深海探索がお勧めです。ヤサワ諸島には、
風と波の侵食により千年以上かけて形成された神秘的な「サワイロウ洞窟」
があり、地元の伝説では洞窟の中に「十頭のフィジーの神ウルティニ」がい
ると信じられています。その他、美しいビーチはリラックスするのに最適な
場所です。

南魚沼市に住んで感じたこと

　南魚沼は、日本の中でもとても面白い地域です。日本文化をより知るため
に各地を旅しましたが、南魚沼と同じような場所はどこにもありません。裸
押合大祭のような祭りや、他の地域と比較できない素晴らしい料理がありま
す。また、地域の人たちは学生にとても親切で寛大です。この地になじみの
ない私たちに、母国の人と同じくらい友好的に接してくれたことは、私の心
に深く響きました。 南魚沼は、私の日本の「ふるさと」です。
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フィジー共和国 タカヤワ　アリシオレラギ さん

市報 みなみ魚沼　令和2年8月1日発行 2



詳しい委員会の内容や、過去の
議事録などは、市ウェブサイト
（「医療のまちづくり検討委員会」
で検索）をご覧ください。

　市長の考える課題など 
問題意識の共有不足
•昨年度当初に、ゆきぐに大和病院の建て替えに関  
　し、病院事業管理者と市立病院群の両病院長の連
　名で要望書が提出されました。まだ意思決定プロ
　セスや財政的検証がない中では市長として簡単に
　了承できないことから、問題意識の共有が不足し
　ていると思い不安を覚えました。
•公の場でタブー視のない議論を行い、よりよい方
　向を見いだせる提言を受け、最終的に市が意思決
　定をしていかなければならないと考えています。
医師確保と健全経営
•最大の課題は医師確保だと思います。医師数が全
　国最下位である新潟県の中でも、さらに最下位に
　ある魚沼圏域で、どうしたら医師確保ができるのか？
•一般会計から市立病院事業会計への赤字補塡の総
　額は、合併後すでに105億円を超えており、特に
　ここ数年の補塡額は年間約10億円となっています。
　このような状況で、市立病院群の体制を将来にわ
　たって持続・経営していくことが可能かどうか？
　これらについて委員会としての意見を示していた
だきいと思います。

　病院事業管理者の意見
魚沼基幹病院と市立病院群との役割分担と連携のあ
り方について
•平成27年の医療再編時の約束の順守を県に再度求
　めて行くべきです。特に脳卒中、心筋梗塞の救急
　医療は魚沼基幹病院が担うべき仕事です。
•リハビリ、透析、認知症に関して、より専門的な
　診療のできるセンター化をめざし、他の病院と差
　別化を図り、南魚沼市内だけでなく、関東圏から
　も患者が来る仕組みを作りあげたいと思います。
少ない医師で運用できる病院に
•リハビリと訪問看護のスタッフ、ドクターズクラー
　ク（注1）や特定看護師（注2）、ＩＯＴ（注3）の活用により、
　医師以外のスタッフの役割を増やすことで、医師
　の役割を軽減すると共に、少ない医師で運用でき
　る病院を作りあげたいと思います。

　委員との質疑
委員：ゆきぐに大和病院の移転・増床には新たに数
　十億円のコストがかかり、一般会計からの繰入金
　も増えることが予想される中で、どうやって経営
　を軌道に乗せていこうと考えているのでしょうか。
病院事業管理者：確かに市の財政規模では多大な支
　援は困難です。今後、市民の要望も聞きつつ、診
　療科を絞って人件費を削減するとともに、検診セ
　ンター（健友館）のインバウンド事業で保険外収
　入の増収を図るなどにより赤字解消に努力するつ
　もりです。

　委員からの意見など
•一般会計事業は年間約300億円の予算規模で、自
　主財源の根幹である市税は70億円程度の収入です。
　さらに今後も人口減少が進むという状況の中で、
　病院事業への繰出金の改善を図ることは重要だと
　思います。その中でゆきぐに大和病院の回復期機
　能の整備・拡充などについては検討するべきです
　が、新たに数十億円の投資をして、新ゆきぐに大
　和病院を造ることを前提とした議論は非常に難し
　いのではないかと思います。
•南魚沼市の将来を見据えると、市民病院では地域
　で求められる分野に絞って力を注いでいく必要が
　あると思います。慢性期では人工透析や糖尿病、
　呼吸器疾患、リハビリ、急性期では循環器系や外
　科、整形外科、眼科などの分野があげられます。
　今ある医療資源の範囲で効率的に、また医師にとっ
　ても魅力を感じるような主要分野に特化した急性
　期医療を展開し、前進していくことが期待されて
　いると思います。

（注1）医師が行う事務処理業務を補助する職種
（注2）医師による指示をもとに、自ら判断して特定
　　行為（診療の補助）ができる看護師
（注3）インターネットを利用した遠隔医療など

第3回 医療のまちづくり検討委員会
【問合せ】保健課　☎７７３ー６８１１

　５月27日㈬に第３回医療のまちづくり検討委員会（以下、委員会）が開催されました。林市長は病院開
設者としての考えを、宮永病院事業管理者は病院事業の課題と方向性についての意見などを述べ、病院事務
担当者はゆきぐに大和病院・南魚沼市民病院（以下、市立病院群）の収支状況などについて報告しました。
その後、委員のみなさんとの質疑応答や意見交換、論点整理などが行われました。（以下、一部抜粋・要約）

ほてん

アイオーティー
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Minami Uonuma NEXT
エム ユー ネクスト

次世代につなげる企業からのメッセージ

シリーズで、市が誇る優れた技術や人物などを有する企業を紹介します

今の仕事や職場について語ってもらいました
次世代につなぐ社員紹介
剱持聡

そう
士
し

さん

シリーズ⑬
魚沼ウェルフェア株式会社
機能訓練専門デイサービス　きたえる～む
〒949‐7145　南魚沼市四十日1147番地3
☎776‐2011　FAX 776‐2022

いつまでも「マメに暮らせる」南魚沼をめざして
　きたえる～む南魚沼は、平成27年10月１日に開設した機能訓練専門のデイサービスです。機能訓練とは、
私たちの身体をつかさどる機能の改善や減退防止を目的とした訓練です。現在は、機能訓練指導員４人・
生活相談員２人・介護職員２人・看護職員３人のスタッフで、利用者一人ひとりに合わせた最適なプログ
ラムでリハビリなどを行っています。
　利用している人からは「ここに通うようになってからつえで旅行に行けるようになった」「リハビリのマ
ッサージ後は体が楽になる。続けて受けたい」などの声が多数聞かれます。単なる機能回復ではなく、利
用するすべての人が明るく自立した生活を送ることができるよう支援し、高齢社会における生活の質の向
上に向けて貢献できるよう取り組んでいます。
　介護の技術だけでなく、自分自身の成長にもつながる社内研修やコミュニケーション教育制度などを取
り入れています。就職を希望する人のご連絡をお待ちしています。

　山梨県出身で、東京の専門学校で学び、あん摩
マッサージ指圧師の国家資格を取得。入社３年目
で、機能訓練指導員として活躍しています。特にリハ
ビリマッサージには熱意を持って取り組んでいます。
中嶋祐

ゆう
希
き

さん
　市内出身で、新潟の専門学校で学び、柔道整復
師の国家資格を取得し、今年の４月に入社しまし
た。職場内で１番の若手ですが、いつも笑顔で取
り組んでいます。
Ｑ　介護の仕事をするきっかけは何ですか。
剱 持　家族が腰痛や病気の後遺症で、体の痛みや
しびれを抱え苦しんでいた時に何もしてあげら
れず悔しい思いをした経験があり、何とかして
やりたいと思ったからです。

中 嶋　資格を活かし、高齢者の痛みを和らげ、笑
顔になってほしいと思ったからです。

Ｑ 　仕事の内容や、やりがいなどを教えてください。
剱 持　身体機能の訓練を行う上で大切なことは、
利用者に合ったメニューの提案と、一緒にがん
ばることです。最初は動けなかった人が立てる
ようになったり、歩けなかった人がつえを使い
歩けるようになったりすると、本当にうれしく、
自分もモチベーションが上がります。

中 嶋　４月から働き始め、少しずつ利用者とコミュ
ニケーションが取れるようになり、楽しいです。

Ｑ　職場の雰囲気や余暇の過ごし方は？
剱 持　１日の大半を過ごす職場でどう過ごすか
は、働き方改革という視点でも重要だと思いま
すが、ここの職場は平均年齢が若く、明るい雰
囲気で楽しく働いています。

　 　休日は子育ての合間に、地元の友人とオンラ
インゲームを楽しみリフレッシュしています。

中 嶋　海釣りが大好きで、新潟や上越方面へ出か
けます。家が農家なので、農作業の手伝いなど
もしています。

Ｑ　今後の目標を教えてください。
剱 持　大きな目標というより、今は毎日が勉強で
す。その積み重ねが大切だと考えています。

中 嶋　機能訓練指導員として必要な研修や経験を
重ねて専門性を高め、利用者を笑顔にしたいと
思います。

左：剱持さん、右：中嶋さん
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【問合せ】廃棄物対策課　☎７８２－０３３９

ごみにしない！
３Ｒ推進コーナー

　雑がみとは 
　「雑がみ」とはチラシ、紙袋、紙箱、封筒などで、
新聞紙・ダンボール・紙パック・雑誌・シュレッ
ド紙以外のリサイクルできる紙のことです。

「雑がみ」として出せるもの

「雑がみ」として出せないもの

お菓子などの紙箱
（開いてください）

においのついた紙
（洗剤や線香の箱など）

ティッシュ箱（取り出し
口のフィルムは取り外す）

粘着物のついた封筒
や圧着はがき

紙袋（紙以外の取っ手は
取り外す）

防水加工された紙
（紙コップなど）

トイレットペーパーや
ラップの芯

写真や写真プリント
用紙

包装紙

アルミ加工されている紙
（酒パックなどの裏が銀
色のもの）

コピー用紙、メモ紙、
はがき

感熱紙（レシート、フ
ァックス用紙など）

紙封筒
（セロハンは取り外す）

油や汚れのついた紙
（ケーキの箱、ティッシュなど）

カレンダー
（金属部分は取り外す）

カーボン紙
（宅配便の伝票など）

※エコプラント魚沼では、封筒のセロハンや箱のフィルムは、取り外さずにそのままでも出せます

　雑がみを分別すると 
　雑がみは分別して「古紙類」として出すことで、
新たな紙製品に生まれ変わります。また、可燃ご
みの量が減り、指定ごみ袋の節約にもなります。

　雑がみを分別してみましょう 
　いらなくなった紙を「雑がみ」として出せるもの、出せないものに分けてみましょう。

　「もえるごみ」（大和地域
は「燃やせるごみ」）の収集
日にごみステーションに出
してください。

　次のものも古紙類として出せます。種類ごとにひもで縛るなどして出し
てください。

新聞紙　　　　ダンボール　　　　紙パック　　　　シュレッド紙

　出し方　 紙袋に入れて縛るか、雑誌などにはさんで、次のいずれかの方法で出してくだ
さい。

　　　　　　　① 古紙類の収集日にごみステーションに出す
　　　　　　　② 地域の廃品回収に出す
　　　　　　　③ 市不燃ごみ処理施設（大和地域はエコプラント魚沼）へ持ち込む

「雑がみ（紙箱・紙袋・
包装紙など）」のリサイ
クルで、可燃ごみの減量
化にご協力ください！

（紙以外の取っ手は

トイレットペーパーや
ラップの芯

コピー用紙、メモ紙、

※エコプラント魚沼では、封筒のセロハンや箱のフィルムは、取り外さずにそのままでも出せます

防水加工された紙
（紙コップなど）（紙コップなど）

写真や写真プリント

アルミ加工されている紙
（酒パックなどの裏が銀
色のもの）

感熱紙
ァックス用紙など）ァックス用紙など）
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公
表
河
川
の
状
況

　
次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

【
国
管
理
河
川
】

・
魚
野
川
（
八
海
橋

　
下
流
域
）

【
県
管
理
河
川
】

・
魚
野
川
（
八
海
橋
上
流
域
） 

・
三
国
川

・
城
ノ
入
川

・
三
用
川

・
水
無
川

　
南
魚
沼
市
養
護
老
人
ホ
ー
ム
魚

沼
荘
の
指
定
管
理
者
を
募
集
し
ま

す
。

業
務
の
概
要

　
施
設
の
管
理
、
運
営
業
務

指
定
管
理
期
間
（
10
年
）

　
令
和
３
年
４
月
１
日

　
～
令
和
13
年
３
月
31
日

応
募
資
格

　
市
内
で
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ま
た

は
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
運
営

し
て
い
る
社
会
福
祉
法
人

甲
種
防
火
管
理
者
新
規
講
習

日 

時　
９
月
８
日
㈫　
午
前
９
時

～
午
後
４
時
30
分
、
９
月
９
日

㈬　
午
前
９
時
～
正
午

費
用　
１
，７
０
０
円

　
（
テ
キ
ス
ト
代
）

会
場　
塩
沢
公
民
館 

講
堂

定
員　
40
人
（
先
着
順
）

受
付
期
間

　
８
月
３
日
㈪
～
28
日
㈮

※ 

申
込
み
時
に
、
証
明
写
真
１
枚

（
縦
３
㎝
×
横
２
．４
㎝
）
と
印

鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ
い

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

　
危
険
物
取
扱
作
業
に
従
事
す
る

危
険
物
有
資
格
者
は
、法
令
に
よ

り
定
期
講
習
の
義
務
が
あ
り
ま
す
。

日
時　
９
月
15
日
㈫

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

費
用　
４
，７
０
０
円

会
場　
市
民
会
館　
大
ホ
ー
ル

定
員　
２
０
０
人
（
先
着
順
）　

受
付
期
間

　
８
月
７
日
㈮
～
26
日
㈬

※ 

申
込
み
用
紙
は
、
消
防
本
部
か

各
消
防
署
ま
で

　
南
魚
沼
幼
少
年
女
性
防
火
委
員

会
で
は
、
防
火
へ
の
関
心
を
高
め

る
た
め
に
防
火
標
語
を
募
集
し
ま

す
。
優
秀
作
品
に
は
表
彰
し
記
念

品
を
贈
る
と
と
も
に
、
令
和
３
年

度
の
防
火
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
火

災
予
防
に
活
用
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

一
般
の
部　
　
複
数
応
募
可

小
学
生
の
部　
学
校
経
由
で
募
集

必
要
な
も
の

　
様
式
は
自
由
。
住
所・名
前（
ふ

り
が
な
）・
電
話
番
号
を
記
入
し
、

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
（「
防
火
標
語
」
で
検
索
）
で

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
先　
〒
９
４
９
‐
６
４
０
５

　
南
魚
沼
市
竹
俣
82
‐
２

　

 

南
魚
沼
市
消
防
本
部 

予
防
課

内 

南
魚
沼
幼
少
年
女
性
防
火

委
員
会
事
務
局

締
切
り　
９
月
９
日
㈬

甲
種
防
火
管
理
者
新
規
講

習
・
危
険
物
取
扱
者
保
安
講

習

防
火
標
語
の
募
集

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
消
防
本
部 
予
防
課

☎
７
８
２
‐
５
３
３
０

　
大
和
分
署

☎
７
７
９
‐
４
６
０
０

　
湯
沢
消
防
署

☎
７
８
４
‐
３
３
７
７

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
消
防
本
部 

予
防
課

☎
７
８
２
‐
５
３
３
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
７
８
２
‐
１
９
８
９

　
電
子
機
器
の
更
改
の
た
め
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
、

住
民
票
の
広
域
交
付
、
電
子
証
明

書
の
発
行
・
更
新
、
特
例
転
出
入

な
ど
が
利
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

停
止
日

　
８
月
６
日
㈭　
正
午
か
ら
終
日

　
国
・
県
で
は
、
河
川
が
あ
ふ
れ

た
と
き
の
浸
水
範
囲
・
深
さ
を
示

し
た
、
洪
水
浸
水
想
定
区
域
図（
※
）

を
公
表
し
て
い
ま
す
。
平
時
に
自

宅
の
位
置
な
ど
を
確
認
し
て
お
く

こ
と
に
よ
り
、
急
な
洪
水
な
ど
の

避
難
時
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

（ 

※
）
千
年
に
一
度
の
大
規
模
な

降
雨
を
想
定
し
て
作
成
さ
れ
て

い
ま
す

住
基
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
を

一
時
停
止
し
ま
す

洪
水
浸
水
想
定
区
域
図
の

公
表
状
況

【
問
合
せ
】

　
市
民
課 

市
民
班

☎
７
７
３
‐
６
６
６
１

【
問
合
せ
】

　
総
務
課 

防
災
庶
務
班

☎
７
７
３
‐
６
６
６
０

養
護
老
人
ホ
ー
ム「
魚
沼
荘
」

指
定
管
理
者
募
集

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
福
祉
課 

高
齢
福
祉
係

　
☎
７
７
３
‐
６
６
６
７

Ｆ
Ａ
Ｘ
７
７
３
‐
６
７
２
３　

※ 

詳
し
く
は
「
南
魚
沼
市
養
護
老

人
ホ
ー
ム
魚
沼
荘　
指
定
管
理

者
募
集
要
項
」（
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い

募
集
期
間

　
８
月
３
日
㈪
～
31
日
㈪

募
集
要
項
配
付
・
申
請
受
付
窓
口

　
福
祉
課　
高
齢
福
祉
係

　
市
で
は
、
都
市
計
画
道
路
の
変

更
に
つ
い
て
、
住
民
説
明
会
や
公

聴
会
な
ど
を
実
施
し
て
き
ま
し

た
。
こ
の
た
び
、
正
式
に
変
更
を

決
定
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

変
更
概
要

○
幅
員
変
更
路
線

　

 

鰕
島
浦
佐
線
、浦
佐
茗
荷
沢
線
、

竹
俣
泉
田
線

○
廃
止
路
線

　

 

市
野
江
浦
佐
駅
前
線
（
一
部
）、

浦
佐
黒
土
新
田
線
（
一
部
）、

余
川
小
栗
山
線
（
一
部
）、
古

城
線
（
全
線
）

告
示
日　
７
月
28
日
㈫

縦
覧
場
所　
都
市
計
画
課

都
市
計
画
道
路
の
変
更

【
問
合
せ
】

　
都
市
計
画
課 

都
市
計
画
係  

☎
７
７
３
‐
６
６
６
２
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若
者
支
援
「
楽
し
く
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
開
催

原
爆
死
没
者
の
ご
冥
福
と
戦

没
者
を
追
悼
し
、
世
界
恒
久

平
和
祈
念
の
黙
と
う
に
ご
協

力
く
だ
さ
い

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
７
７
３
‐
６
６
１
１

【
問
合
せ
】
総
務
課 

防
災
庶
務
班

☎
７
７
３
‐
６
６
６
０

　
「
気
持
ち
を
う
ま
く
伝
え
た
い
」

「
人
間
関
係
を
円
滑
に
し
た
い
」

な
ど
の
思
い
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？　
　

少
人
数
グ
ル
ー
プ
で
楽
し
く
ゲ
ー

ム
感
覚
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
体
験
し
な
が
ら
、
人
と
交
流
す

る
楽
し
さ
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
８
月
20
日
㈭

　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

会 

場　
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援

セ
ン
タ
ー
２
階 

音
楽
室

対 

象　
市
内
在
住
の
義
務
教
育
終

了
～
39
歳
の
若
者

締
切
り　
８
月
18
日
㈫

申 

込
み　
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　
非
核
平
和
を
テ
ー
マ
に
、
市
内

在
住
の
児
童
が
制
作
し
た
ぬ
り
え

を
展
示
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

期
間　
８
月
19
日
㈬
ま
で

会 

場　
南
魚
沼
市
図
書
館　
市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
今
年
で
原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ

て
75
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　
８
月
６
日
に
広
島
市
で
、
８
月

９
日
に
長
崎
市
で
そ
れ
ぞ
れ
原
爆

死
没
者
の
慰
霊
と
平
和
祈
念
の
式

典
が
行
わ
れ
ま
す
。
式
典
で
は
、

平
和
の
鐘
を
合
図
に
１
分
間
の
黙

と
う
が
さ
さ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
８
月
15
日
は
、「
戦
没

者
を
追
悼
し
、
平
和
を
祈
念
す
る

日
」
で
す
。
日
本
武
道
館
で
全
国

戦
没
者
追
悼
式
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
家
庭
、
職
場
な
ど
で
、
原
爆
に

よ
る
死
没
者
や
戦
没
者
の
ご
冥
福

と
世
界
恒
久
平
和
の
実
現
を
祈
っ

て
、
１
分
間
の
黙
と
う
を
さ
さ
げ

ま
し
ょ
う
。

・
８
月
６
日
㈭　
午
前
８
時
15
分

・
８
月
９
日
㈰　
午
前
11
時
２
分

・
８
月
15
日
㈯　
正
午

非
核
平
和
ぬ
り
絵
展

【
問
合
せ
】

　
総
務
課 

防
災
庶
務
班

☎
７
７
３
‐
６
６
６
０

一日前プロジェクト
【問合せ】　総務課 防災庶務班　☎７７３－６６６０

　あるお宅の話なのですが、ご夫婦でお住まいで、お昼ごろお膳にご飯とおかずを並べて、「さあ、
ご飯食べよう」って言っていたら、山の方で音がしたんですね、ゴーンゴゴーって。「あれ？何でな
んだろう？」と思って見たら、まさに山が崩れてきていて、土石流がダーッと押し寄せてきていた
のです。

　で、「こりゃいけん」と思って、ご主人はステテコとランニング１枚だったんですけど、パッとシ
ャツをつかんで、奥さんと一緒に道の無い裏山に逃げ込んだんですよ。「何でそっちに逃げたんです
か」って聞いたら、「家を建てた時に、何かあったらどこに逃げるか？ひとつは裏山もあるな」とご
夫婦で話し合っていたとのこと。

　道ばたに車を置いていましたが、そこは土石流の流れる方向に
ありました。もし道の方に逃げていたら、絶対命はなかったと思
いますよ。

　今自分がどんなところに住んでいて、どういう危険性があるの
か、過去に地域でどんなことがあったのかなどをそれぞれが学ん
でおけば、そのために何を備えるか、どこに逃げるのかを具体的
に考えていくことができますよね。大切なのは、具体的に考える
ということと自分の身は自分で守るという姿勢だと思います。

前もって避難の方向を決めていた ～山崩れに迷わず避難、命助かる～
中国・九州北部豪雨（平成21年７月）（宇部市　災害当時40代　行政職員）

災害に備えて
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まなびのひろば

テ
ー
マ
展
示

　
　

山
の
日
特
集

　
今
年
の
８
月
10
日
（
月
・
祝
）

は
「
山
の
日
」
で
す
。
山
歩
き
の

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
、山
の
小
説
、エ
ッ

セ
イ
、
眺
め
る
だ
け
で
も
楽
し
め

る
写
真
集
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
山

の
本
を
紹
介
し
ま
す
。
図
書
館
に

は
「
山
岳
コ
ー
ナ
ー
」
が
あ
り
ま

す
。

　
山
に
囲
ま
れ
た
南
魚
沼
市
。
本

で
山
の
世
界
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ

ん
か
？

夏
バ
テ
予
防
に
夏
野
菜

　
夏
野
菜
が
お
い
し
い
季
節
で
す
。

旬
の
夏
野
菜
を
使
っ
た
レ
シ
ピ
本
、

じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
８
月
27
日
㈭

・
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

・
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

※
午
前
・
午
後
と
も
同
じ
内
容
を

上
映
し
ま
す

会
場
　
図
書
館 

多
目
的
室

対
象
　
ど
な
た
で
も

定
員
　
30
人

申
込
み
　
事
前
に
、
電
話
か
サ
ー

ビ
ス
カ
ウ
ン
タ
ー
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い

Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
会

「
ざ
ん
ね
ん
な
い
き
も
の
事
典
２
」

（
50
分
）

　
ざ
ん
ね
ん
す
ぎ
て
、
愛
お
し
い
。

ざ
ん
ね
ん
な
い
き
も
の
事
典
待
望

の
続
編
で
す
。

日
時
　
８
月
22
日
㈯

・
午
前
10
時
30
分
～
11
時
20
分

・
午
後
１
時
30
分
～
２
時
20
分

※
午
前
・
午
後
と
も
同
じ
内
容
を

上
映
し
ま
す

会
場
　
図
書
館 
多
目
的
室

対
象
　
ど
な
た
で
も

定
員
　
30
人

申
込
み
　
事
前
に
、
電
話
か
サ
ー

ビ
ス
カ
ウ
ン
タ
ー
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い

絵
本
の
へ
や

　
乳
幼
児
向
け
の
楽
し
い
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
す
。

期
日
　
毎
週
水
曜
日
　
午
前
11
時

～
11
時
30
分

会
場
　
図
書
館 

児
童
コ
ー
ナ
ー

内
容
　
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
「
い
な

い
い
な
い
ば
あ
」
な
ど

対
象
　
乳
幼
児
・
保
護
者

出
演
　
ふ
う
せ
ん
の
会

読
書
の
つ
ど
い

で
ん
し
ゃ
が
く
る
よ

　
み
ん
な
が
大
好
き
な
の
り
も
の

大
集
合
。
大
型
紙
芝
居
で
楽
し
い

お
出
か
け
を
味
わ
い
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
８
月
８
日
㈯

・
幼
児

　
午
前
10
時
30
分
～
11
時

・
小
学
生
（
年
長
さ
ん
も
）

　
午
後
２
時
～
２
時
30
分

会
場
　
図
書
館 

多
目
的
室

テ
ー
マ
　「
の
り
も
の
」

内
容
　
大
型
紙
芝
居
「
で
ん
し
ゃ

が
く
る
よ
」、
本
の
紹
介
ほ
か

対
象
　
幼
児
・
小
学
生
・
保
護
者

ほ
か

夏
野
菜
の
栄
養
、
健
康
効
果
を
紹

介
し
た
本
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

栄
養
た
っ
ぷ
り
の
夏
野
菜
を
し
っ

か
り
食
べ
て
、
暑
い
夏
を
乗
り
切

り
ま
し
ょ
う
。

怖
い
本
で
ひ
ん
や
り
〜

　
怖
い
話
、
怪
談
、
ホ
ラ
ー
小
説
、

お
化
け
や
妖
怪
本
な
ど
夏
の
暑
さ

が
吹
き
飛
ぶ
よ
う
な
い
ろ
い
ろ
な

怖
い
本
を
集
め
ま
し
た
。
子
ど
も

向
け
の
本
も
紹
介
し
ま
す
。

冒
険
の
世
界

　
８
月
30
日
は
「
冒
険
家
の
日
」

で
す
。
植
村
直な

お
巳み

な
ど
日
本
の
冒

険
家
が
偉
業
を
成
し
遂
げ
た
日
と

し
て
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
伝
記
、

記
録
、
小
説
な
ど
冒
険
に
ま
つ
わ

る
本
を
紹
介
し
ま
す
。
子
ど
も
向

け
の
本
も
集
め
ま
し
た
。
未
踏
の

地
に
挑
ん
だ
冒
険
の
世
界
を
の
ぞ

い
て
み
ま
せ
ん
か
？

プ
ラ
チ
ナ
デ
イ

Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
会

「
に
っ
ぽ
ん
百
名
山
」
関
東
周
辺

の
山
④
よ
り

越
後
駒
ケ
岳
と
苗
場
山
を
上
映
し

ま
す

　
山
を
知
り
尽
く
し
た
経
験
豊
富

な
ガ
イ
ド
に
導
か
れ
て
登
山
道
を

歩
く
よ
う
な
、
山
旅
の
魅
力
を
感

南魚沼市  月～金９：30～20：00（土 日 19：00まで）
 休館：６日㈭、20日㈭（図書整理日）
大　和   ☎777̶4671火～日 ９：00 ～ 19：00
塩　沢   ☎782̶0100　９：00 ～ 20：00

 （月 土 日 17：00まで）

8月の開館日時

みんなの図書館
【申込み・問合せ】南魚沼市図書館   ☎773̶6677

乳
幼
児
親
子
お
は
な
し
の
会

「
え
ほ
ん
で
あ
そ
ぼ
」

シ
ャ
カ
シ
ャ
カ
ガ
ニ
を
つ
く
ろ
う

　
シ
ャ
カ
シ
ャ
カ
と
音
が
出
る
カ

ニ
の
お
も
ち
ゃ
を
つ
く
ろ
う
。

日
時
　
８
月
28
日
㈮

　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

会
場
　
大
和
公
民
館

内
容
　
手
袋
人
形
、
ま
ん
ま
る

ち
ゃ
ん
、
絵
本
、
パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー
、手
遊
び
、歌
、工
作
な
ど

対
象
　
乳
幼
児
と
保
護
者
ほ
か

費
用
　
無
料

申
込
み
　
電
話
か
サ
ー
ビ
ス
カ
ウ

ン
タ
ー
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
（
参
加
人
数
に
よ
っ
て
は
当

日
参
加
も
可
能
）

お
は
な
し
の
じ
か
ん

日
時
　
８
月
２
日
㈰

　
午
前
11
時
～
11
時
30
分

会
場
　
図
書
館 

児
童
コ
ー
ナ
ー

対
象
　
乳
幼
児
・
保
護
者
ほ
か

巡
回
図
書
、ご
利
用
く
だ
さ
い

　
７
月
16
日
㈭
に
塩
沢
図
書
室
の

巡
回
図
書
を
２
０
０
冊
入
れ
替
え

ま
し
た
。

　
次
回
、
大
和
図
書
室
は
８
月
20

日
㈭
に
入
れ
替
え
予
定
で
す
。
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常設展　～彫る 摺
す
る 画

か
く～「棟方志功の世界」

企画展　期間　11月15日㈰まで
美しき日本の風景
　葛飾北斎を始め、歌川広

ひろ

重
しげ

、横山大
たい

観
かん

、片岡球
たま

子
こ

な
ど当館が所蔵する巨匠たちの作品が登場します。日本
の象徴である富士山や、京都の金閣寺、当時の人びと
の様子が描かれた作品をご覧ください。
南国の摩訶不思議な世界（セピックアート）
　パプアニューギニアを中心とする南太平洋地域の
島々は、独自の文化を発達させてきました。今ではパ
プアニューギニアからの持ち出しが禁止されている、
貴重な民族美術のコレクションを多数展示します。
夏季限定特別イベント
特別展　「マイセンから見る工芸の世界」
期間　９月22日（火・祝）まで
　昨年大好評だった工芸展を今年も開催します。

今泉記念館アートステーション

☎783-4500　FAX 783-3388　
URL http://www.michinoeki-minamiuonuma.jp/imaizumi-kinenkan/
￥一般500円／小中高250円（市内の小中学生は無料)

開館９：00 ～ 17：00（入館16：30まで）
８月は毎日開館します

池田記念美術館　収蔵品展
期間　８月30日㈰まで
　テーマごとにさまざまなジャンルの、絵画や書など
代表的な当館の収蔵品を展示します。

池田記念美術館

☎780-4080　FAX 777-3815　URL http://www.ikedaart.jp
￥一般500円／高校生以下無料

開館9：00 ～ 17：00（入館16：30まで）
８月の休館：毎週水曜日、31日㈪

ミニ企画展
「北越雪譜」のいきもの
　「北越雪譜」の中から、生き
物にまつわる珍しい話を紹介し
ています。
　ぜひご覧ください。
会期　８月31日㈪まで
※ 会期中、南魚沼市民は観覧 
無料

鈴木牧之記念館

☎・FAX 782-9860　URL http://www.6bun.jp/bokushi/
￥大人500円/小中高250円（市内の小中学生は無料)

開館9：00 ～ 16：30
８月は毎日開館します

開館30周年記念「白と黒の詩」
期間　11月24日㈫まで
　本年で開館して30年がたちま
した。
　富岡惣一郎は独自の白油絵の具
「トミオカホワイト」を用いて雪
国の雄大な自然を白と黒で表現し
てきました。富岡が描いた「白の
世界」を初期から晩年まで年代順
に展示します。
ラウンジ展 ８月［観覧無料］
市民ギャラリー　「他次元からの眺望」桑

くわ
原
はら
大
だい
樹
き
さん

のアクリル画を展示
南魚沼の風景　井口亘

わたる
さん（城内出身）が描いた南

魚沼の風景を展示

トミオカホワイト美術館

☎775̶3646　FAX 775̶3650　URL http://www.6bun.jp/white/
￥一般500円／小中高250円（市内の小中学生は無料）

開館9：00 ～ 17：00（入館終了16：30)
８月は毎日開館します

市民無料の日：８日㈯、18日㈫、28日㈮

「小柳ゆき　20th.Anniversary LIVE 
TOUR2020」
　デビュー 20周年を迎えた歌姫 “小柳ゆき” のスペ
シャルライブ。さらに輝きを増すパフォーマンスは必
見。お見逃しなく。
日時　10月31日㈯　17：00 ～（開場16：30）
会場　市民会館 大ホール
入場料　全席指定
　６，０００円
※未就学児入場不可
　８月30日㈰から市民会
館と会館プレイガイドで発
売。賛助会員は8月23日
㈰から市民会館で先行発売。

南魚沼市民会館

☎773-5500　FAX 772-8161
URL http://www.6bun.jp/kaikan/

受付8：30 ～ 17：15
８月の休館：３日㈪、11日㈫、17日㈪、24日㈪、31日㈪

　新型コロナウイルスの影響により、開館時間な
どが変更になる場合があります。詳しくは各施設
にお問い合わせください。

墨絵「やなぎB」

鮭洲を走る図（部分）
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公益財団法人南魚沼市文化スポーツ振興公社 スポーツ振興係
〒949-6611 南魚沼市坂戸372　ディスポート南魚沼内　ディスポート☎773‒6620　スポパラ☎773‒3210

８月休館日
31日㈪

ディスポート南魚沼

①南魚スポーツパラダイス　第２期（９月～12月）水泳教室　参加者募集
　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、一部の教室では定員を３割削減して実施します。

締切り　８月14日㈮　18：00まで
申 込み ディスポート南魚沼に用意してある申込み用紙とはがきに、必要事項を記入
し、フロントに提出（電話での申込みはできません）

選 考方法 受付期間終了時に定員を超えた場合は、８月17日㈪17：00からディスポー
ト南魚沼２階ロビーで抽選を行い、結果をはがきでお知らせします。

　［各コース全12回（ミニアクアのみ10回）］

コース 開催曜日・時間 対象・内容
受講料

会　員 一　般

水
泳
教
室

親　子 土曜日　19：00 ～ 19：50

対象 ９月末日で３歳以上の未就学児
（オムツがとれていること）と
保護者

内容 親子で水慣れ
保護者が
会員の場合

1,000円
　

　
　
　
　
　

１教室に
つき
5,400円
　
　
　
　
　
　

　
ミニアク
アのみ
2,500円

幼　児
水曜日～土曜日
全５コース
（時間は曜日で異なります）

対象 ９月末日で５歳以上の未就学児
内容 水慣れから初歩のクロール

初　級
火曜日～土曜日
全７コース
（時間は曜日で異なります）

対象 小学生
内容 水慣れ・顔つけから中級コース

をめざします

新規
無 料

JSC会員
4,200円

2教室目から
4,800円

ミニアクア
のみ

２教室目
2,000円

中級・上級（小中学生の経験者が対象）も募集します

レディース 火曜日　11：00 ～ 12：00
木曜日　11：00 ～ 12：00

対象  16歳以上の女性
内容 水慣れからクロールまで

成　人
水曜日　19：00 ～ 20：00 対象 中学生以上

内容 水慣れからクロールまで

金曜日　13：00 ～ 14：30 対象  16歳以上
内容 ４泳法の上達

シニア 水曜日　14：00 ～ 15：00 対象 おおむね60歳以上
内容 水泳で筋力・体力アップ

水
中
運
動
教
室

アクアエク
ササイズ 水曜日　11：10 ～ 12：00 対象  16歳以上

内容 軽快な音楽のリズムに合わせ体
を動かします

ミニアクア
エクササイズ 木曜日　14：20 ～ 14：50

水中歩行 金曜日　11：00 ～ 12：00 内容 水の抵抗を利用した筋力・体力
アップ

新規 今年度初めて参加する人　　 JSC会員 ジュニアスポーツクラブ会員

◇ 締切り後、定員に空きのあるコースは、８月18日㈫  9：00 ～ 30日㈰18：00までに、先着順で追加募集を行
います。（２教室目の受講も可）
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①～③共通項目
◇ 保険料は、年会費・受講料に含まれていま
す。（当該教室時のみ有効）
◇ 受講料のほかにプール入場料が別途必要。
（お得な定期券もあります）
◇ 都合により、日程・回数・料金などが変更
になる場合があります。
◇ 保護者が会員であれば、未就学児は、会員
料金で利用できます。ディスポート定期券
も、会員割引を適用します。
◇ 詳しい内容などは、お問い合わせください。

　「食欲がない・眠れない」「借金がふくらんで生活がままならない」「なかなか仕事が見つからない」「配偶者・
子どもなど家族のことで悩んでいる」「介護のことで悩んでいる」などの悩みを持つ人とその家族を対象に、精
神科の医師や弁護士、ハローワーク職員などの専門家が相談に応じます。ひとりで抱えず、お聴かせください。
プライバシーは厳守します。
日時　９月30日㈬　午後２時～４時　　会場　中央公民館〔市民会館内〕
費用　無料
申込み　事前に電話でご予約ください
締切り　９月18日㈮
※相談会は、10月２日㈮に魚沼市でも開催します。
　南魚沼市の人も利用可能です。
　詳しくは、魚沼市市民相談センター（☎０２５̶７９２̶ ８８４４）に
　お問い合わせください

こころとくらしの総合相談会
【問合せ・申込み】南魚沼地域振興局 健康福祉環境部 地域保健課　☎７７２̶ ８１３７

②長期スイミングスクール（通年）　参加者募集

コース 期　間 日　程 対象・泳力 回 数
受講料

会　員 一　般

イルカ
＜通年＞

中期
９月～ 12月

木曜日
20：00 ～ 21：00

対象  小学生以上
泳力  ２泳法で25ｍ以上

泳げること

（全26回）
中期

９月～ 12月
15回

新規
無料

JSC会員
5,250円

7,500円

締切り　８月９日㈰　18：00まで
申 込み ディスポート南魚沼に用意してある申込み用紙に必要事項を記入し、フロン
トに提出（電話での申込みはできません）

選考方法　８月11日㈫　19：00から泳力テストを行います。
※泳力テスト時の入場料は無料です

③チャレンジ水泳教室　参加者募集
　水中運動を通じて、心と体を動かしませんか。大会をめざす人も大歓迎。

期間　９月12日～ 10月31日　毎週土曜日
　12：00 ～ 12：50（全８回）
対象　集団での受講が困難な人や障がいがある人
※障がいのある人は主治医から参加への同意が必要
内容　
親子コース：３歳以上と保護者
　子どもと保護者で水に慣れることや泳ぎの練習を行い
ます。
個人コース：小学生以上
　体力や泳力にあわせて水中運動や泳ぎ方を指導します。
定員　12組（先着順）
受講料
・会員　無料
・保護者が会員の幼児　１，０００円
・一般　参加者の区分により
　３，６００円～４，６００円

受 付　８月１日㈯　９：00～　
申 込み　ディスポートに設置の申込書に記入の上、
料金を添えてフロントにお申し込みください。
（電話での申込みはできません）
※詳しくは、申込書をご覧ください
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年
６
月
に
工
費
１
，６
０
０
万
円
を

か
け
た
長
さ
１
２
０
メ
ー
ト
ル
の
橋

が
完
成
し
ま
し
た
。
同
月
５
日
に
行

わ
れ
た
竣
工
式
で
は
、
神
官
に
よ
る

修し
ゅ
祓ば
つ
に
続
い
て
、
長
寿
夫
妻
を
先
頭

に
し
た
渡
り
初
め
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
写
真
２
）

　
中
之
島
橋
は
、
魚
野
川
に
架
か
る

中
と
中
野
を
結
ん
だ
橋
で
す
。
昭
和

27
年
７
月
に
木
製
の
橋
か
ら
永
久
橋

へ
の
架
け
替
え
工
事
が
始
ま
り
、（
写

真
３
）
昭
和
29
年
６
月
に
１
２
０

メ
ー
ト
ル
余
り
、
幅
４
・
５
メ
ー
ト

ル
の
橋
が
完
成
し
ま
し
た
。
同
月
６

日
、
小
雨
の
中
、
橋
の
た
も
と
に
集

ま
っ
た
中
之
島
村
の
村
民
な
ど
数
百

人
に
見
守
ら
れ
、
竣
工
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。（
写
真
４
）
神
官
の
祝の
り

詞と

、

参
列
者
に
よ
る
玉
ぐ
し
奉ほ
う
奠て
ん
、
村
内

の
長
老
夫
妻
を
先
頭
に
し
た
渡
り
初

め
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

写
真
１　

写
真
２

写
真
３

写
真
４

《
参
考
》『
南
魚
沼
郡
志
』

『
上
田
村
郷
土
史
』「
魚

沼
新
報
」

《
写
真
》
個
人
所
蔵

橋
の
あ
る
風
景
④

　
魚
野
川
に
架
か
る
橋
は
、
昭
和
20

年
代
中
頃
ま
で
木
製
で
し
た
。
災
害

や
腐
食
に
強
い
鉄
鋼
や
コ
ン
ク
リ
ー

ト
製
の
永
久
橋
に
架
け
替
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
昭
和
20
年
代
後

半
の
こ
と
で
す
。
最
初
に
永
久
橋
と

な
っ
た
の
は
、
旭
橋
、
中
之
島
橋
、

東
橋
（
湯
沢
町
神
立
）
で
し
た
。

　
旭
橋
は
、
島
新
田
と
三
郎
丸
間
の

魚
野
川
に
架
か
る
橋
で
す
。
橋
が
架

か
る
以
前
は
渡
し
船
が
利
用
さ
れ
て

い
た
と
、
古
く
は
江
戸
時
代
の
宝
暦

年
間
頃
の
記
録
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

明
治
時
代
に
な
る
と
清
水
越
新
道

（
現
在
の
国
道
２
９
１
号
線
）
の
改

修
工
事
に
伴
い
木
製
の
橋
が
架
け
ら

れ
ま
し
た
。
こ
の
木
製
の
橋
は
、
長

さ
61
間
（
約
１
１
１
メ
ー
ト
ル
）、

幅
２
間
３
尺
（
約
４・５
メ
ー
ト
ル
）

だ
っ
た
そ
う
で
す
。（
写
真
１
）
木

製
だ
っ
た
旭
橋
が
永
久
橋
と
な
っ
た

の
は
昭
和
29
年
の
事
で
す
。
昭
和
27

年
度
か
ら
工
事
が
始
ま
り
、
昭
和
29

【
問
合
せ
】

　
社
会
教
育
課 
文
化
振
興
班

☎
７
７
３
‐
３
７
５
６ 92

市
民
向
け
　
Ｚ

ズ
ー
ム
Ｏ
Ｏ
Ｍ
基
本
操

作
講
習
会
〜
オ
ン
ラ
イ
ン
で
人

生
を
１
０
０
倍
楽
し
む
方
法
〜

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
社
会
教
育
課 

生
涯
学
習
班

☎
７
７
３
‐
６
６
１
０

　
ビ
デ
オ
会
議
ア
プ
リ
「
Ｚ
Ｏ
Ｏ

Ｍ
」
を
使
っ
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
始
め
る
た

め
の
基
礎
操
作
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
。

開
催
日
時　

・
第
１
回
　
８
月
17
日
㈪
　

・
第
２
回
　
８
月
19
日
㈬

・
第
３
回
　
８
月
20
日
㈭

　
各
回
と
も
午
後
７
時
～
８
時

（
受
付
：
午
後
６
時
30
分
～
）

会
場　
本
庁
舎
２
階 

大
会
議
室

参
加
費　
無
料

講
師　
一
般
社
団
法
人
愛
・
南
魚

沼
み
ら
い
塾
ス
タ
ッ
フ

対
象　
市
内
在
住
の
人
（
小
学
生

か
ら
参
加
で
き
ま
す
。
親
子
で

の
参
加
も
可
）

定
員　
各
回
20
人
（
先
着
順
）

内
容　
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
の
始
め
方
・
基

本
的
な
使
い
方

※
各
回
と
も
同
じ
内
容
を
学
び
ま

す
。
都
合
の
つ
く
日
の
み
の
参

加
可

持
ち
物　

ご
利
用
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
・
ノ
ー

ト
パ
ソ
コ
ン
の
い
ず
れ
か
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
（
持
参
で
き
る

人
は
イ
ヤ
ホ
ン
も
）

申
込
み

　
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

締
切
り

　
８
月
12
日
㈬
　
午
後
５
時

魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

９
月
入
校
生
募
集

【
問
合
せ
】
新
潟
県
立
魚
沼
テ

ク
ノ
ス
ク
ー
ル

☎
０
２
５
‐
７
９
４
‐
２
４
１
０

総
合
建
設
科

対
象

　
建
設
の
基
礎
知
識
・
技
能
を
学

び
、
就
職
を
希
望
す
る
人

期
日

　

９
月
11
日
㈮
～
12
月
４
日
㈮

（
土
・
日
曜
日
と
祝
日
を
除
く
）

時
間

　
午
前
９
時
～
午
後
３
時
50
分

会
場　

魚
沼
サ
ン
テ
ィ
ッ
ク
ス

ク
ー
ル
〔
西
泉
田
〕

定
員　
10
人

費
用　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど

の
自
己
負
担
あ
り
）

申
込
み　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
魚
沼

締
切
り　
８
月
24
日
㈪

『南魚沼郡志』より
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まなびのひろばけんこうひろば

て
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

新
潟
県
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（「
が
ん
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
」
で
検
索
）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

　　　　９
月
か
ら
使
用
す
る

県
障
の
受
給
者
証
を
送
付
し

ま
す

【
問
合
せ
】

　
福
祉
課 

障
が
い
福
祉
係

　
☎
７
７
３
‐
６
６
６
７

　
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

（
県
障
）
の
新
し
い
受
給
者
証
を
、

対
象
者
へ
８
月
下
旬
ご
ろ
送
付
し

ま
す
。
９
月
１
日
㈫
か
ら
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

（
県
障
）
と
は

　
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
～
３
級
、

療
育
手
帳
Ａ
、
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
１
級
、
い
ず
れ
か
の
交

付
が
あ
る
人
に
新
潟
県
が
医
療
費

助
成
を
行
う
制
度
で
す
。

　
助
成
を
受
け
る
に
は
所
得
制
限

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
検
診

【
問
合
せ
】
保
健
課

　
☎
７
７
３
‐
６
８
１
１

胃
が
ん
と
は

　
胃
が
ん
は
、
胃
壁
の
内
側
に
あ

る
粘
膜
に
で
き
る
が
ん
で
す
。
通

常
、
早
期
で
は
症
状
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
進
行
す
る
と
胃
（
み
ぞ
お

ち
）
の
痛
み
・
不
快
感
、
胸
や
け
、

吐
き
気
、
食
欲
不
振
や
、
胃
か
ら

出
血
す
る
こ
と
に
よ
る
貧
血
や
黒

い
便
な
ど
の
症
状
が
出
て
き
ま
す
。

胃
が
ん
は
ま
だ
ま
だ
多
い
疾
病

　
喫
煙
や
塩
分
の
多
い
食
品
の
摂

取
な
ど
、
生
活
習
慣
に
よ
っ
て
胃

が
ん
の
発
生
率
が
高
ま
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
患
者
数
は
50
代
ご

ろ
か
ら
増
加
し
、
男
性
で
は
１
番

目
に
、
女
性
で
は
３
番
目
に
多
い

が
ん
で
す
。

大
腸
が
ん
と
は

　
大
腸
の
粘
膜
に
で
き
る
が
ん
で

す
。
通
常
、
早
期
で
は
症
状
は
あ

り
ま
せ
ん
。
進
行
す
る
と
血
便
や

便
通
異
常
（
便
秘
や
下
痢
、血
便
）、

腹
痛
な
ど
の
症
状
が
出
て
き
ま
す
。

大
腸
が
ん
は
増
え
て
い
る

　
食
生
活
の
欧
米
化
や
高
齢
化
、

飲
酒
や
喫
煙
に
よ
り
、
年
々
増
え

て
い
ま
す
。
患
者
数
は
30
代
前
半

か
ら
増
加
し
、
男
性
で
は
３
番
目
、

女
性
で
は
２
番
目
に
多
く
、
身
近

な
が
ん
の
一
つ
と
い
え
ま
す
。

精
密
検
査
の
内
容

　
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
の
精
密
検

査
で
は
、
内
視
鏡
検
査
を
行
い
ま

す
。
先
端
に
小
型
の
カ
メ
ラ
を
搭

載
し
た
細
長
い
管
を
、
胃
が
ん
検

査
で
は
口
か
鼻
か
ら
、
大
腸
が
ん

検
査
で
は
肛
門
か
ら
挿
入
し
、
胃

や
大
腸
な
ど
の
消
化
器
官
を
観
察

し
ま
す
。

　
ど
ち
ら
の
が
ん
も
診
断
方
法
と

治
療
方
法
が
向
上
し
、
早
期
発
見

に
よ
り
治
る
確
率
が
上
が
り
ま
し

た
。

　
早
期
の
が
ん
で
は
、
内
視
鏡
下

で
切
除
す
る
方
法
も
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

が
ん
と
と
も
に
生
き
る
時
代

　
生
涯
で
お
よ
そ
２
人
に
１
人
が

が
ん
に
な
る
と
言
わ
れ
、
が
ん
は

決
し
て
他
人
ご
と
で
は
な
い
時
代

で
す
。
ほ
と
ん
ど
の
が
ん
は
早
期

の
う
ち
は
自
覚
症
状
が
あ
り
ま
せ

ん
が
、
早
期
に
発
見
す
れ
ば
90
％

以
上
が
治
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

胃がん検診 大腸がん検診

（年度） 平成29 平成30 令和１ 平成29 平成30 令和１

受診者数（人） 3,768 3,750 3,602 6,568 6,570 6,509

要精密検査者数
（人） 147 180 140 456 386 358

精密検査受診率
（％） 85.7 90.0 91.4 81.8 78.8 84.6

家
族
が
が
ん
に
な
っ
た
ら
…
…

が
ん
に
な
っ
た
家
族
へ
の
接
し
方

　
が
ん
と
診
断
さ
れ
た
す
べ
て
の

人
が
、
が
ん
に
な
っ
た
か
ら
と

い
っ
て
気
を
使
っ
て
も
ら
う
・
励

ま
し
て
も
ら
う
こ
と
を
望
ん
で
い

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ず

は
、
本
人
の
考
え
や
思
い
を
理
解

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

情
報
と
う
ま
く
付
き
合
う

　
が
ん
の
種
類
や
進
行
度
に
よ
っ

て
状
態
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
病
状
や

治
療
方
法
な
ど
多
く
の
情
報
が
あ

ふ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
情
報
が
本

人
に
当
て
は
ま
る
か
ど
う
か
な
ど
、

主
治
医
に
相
談
し
、
不
安
を
解
決

し
ま
し
ょ
う
。

家
族
は
自
分
自
身
も
大
切
に
す
る

　
家
族
は
、
が
ん
に
な
っ
た
本
人

と
同
じ
よ
う
に
精
神
的
負
担
が
か

か
る
「
第
二
の
患
者
」
と
も
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
本
人
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
た
め
に
も
、
家
族
自
身
も
自

分
を
い
た
わ
り
ま
し
ょ
う
。
悩
ん

だ
時
は
一
人
や
家
族
だ
け
で
抱
え

込
ま
ず
、
ま
ず
は
治
療
し
て
い
る

病
院
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　
県
内
に
は
が
ん
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
治

療
や
療
養
生
活
全
般
な
ど
に
つ
い

住
民
健
診
の
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん

検
診
結
果



市報 みなみ魚沼　令和2年8月1日発行 14
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８月の城内診療所 診療担当医師（予定表）
受付・診療時間  午前：月曜～土曜　〔受付〕 8：30 ～ 11：30　〔診療〕 9：00 ～
 午後：月曜～金曜　〔受付〕11：30 ～ 16：00　〔診療〕14：00 ～
◆14日㈮は田中先生の診療です。（午前のみ、午後休診）
※26日㈬は髙橋所長の診療です。（午前の診療時間10：30 ～） 【問合せ】城内診療所　☎775̶2009

月 火 水 木 金 土 日
午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 休診日
　◎城内診療所では、自宅まで無料で送迎します。 
　　送迎希望は、電話か窓口でお申し込みください。（送迎は午前中のみ）

１日 ２日
休診 休診

３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日
髙　橋 田　中 髙　橋 髙　橋 髙　橋 福本 休診 休診
10日 11日 12日 13日 14日 15日 16日
休　診 田　中 松　田 髙　橋 ◆田中 休診 休診 休診
17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日
髙　橋 田　中 髙　橋 髙　橋 髙　橋 福本 休診 休診
24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日
髙　橋 田　中 ※髙　橋 髙　橋 髙　橋 休診 休診
31日

　◎来院時はマスクの着用をお願いします。髙　橋

障
が
い
者
の
福
祉
用
具
を

給
付
し
ま
す

【
問
合
せ
】
福
祉
課 

障
が
い
福
祉
係

　
☎
７
７
３
‐
６
６
６
７

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
７
７
３
‐
６
７
２
３

　
障
が
い
者
や
難
病
患
者
な
ど
に
対
し
て

福
祉
用
具
（
補
装
具
と
日
常
生
活
用
具
）

を
給
付
し
ま
す
。
用
具
の
品
目
は
障
が
い

の
種
類
や
程
度
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

　
品
目
ご
と
に
基
準
額
が
あ
り
、
原
則
と

し
て
基
準
額
（
見
積
額
が
基
準
額
を
下
回

る
場
合
は
見
積
額
）
の
１
割
の
自
己
負
担

が
あ
り
ま
す
。（
所
得
に
応
じ
た
負
担
上

限
額
あ
り
）

注
意
点

・
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

・
介
護
保
険
制
度
で
福
祉
用
具
の
貸
与
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人
は
対
象
外
。

・
必
ず
購
入
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
補
装
具

　
身
体
障
が
い
児
・
者
の
身
体
の
欠
損
や

損
な
わ
れ
た
身
体
機
能
を
補
完
・
代
替
す

る
用
具
の
購
入
、
修
理
、
借
受
け
に
必
要

な
費
用
を
支
給
し
ま
す
。

補
装
具
の
例

　
義
肢
（
義
手
、
義
足
）、
装
具
（
上
肢
、

体
幹
、下
肢
）、視
覚
障
が
い
者
用
安
全
杖
、

補
聴
器
、
車
い
す
、
座
位
保
持
装
置
、
重

度
障
が
い
者
用
意
思
伝
達
装
置
ほ
か

対
象
者

　
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

る
人
、
難
病
患
者
な
ど

申
請
に
必
要
な
も
の

　
申
請
書
、
印
鑑
、
補
装
具
費
支
給
意
見

書
、
見
積
書
、
身
体
障
害
者
手
帳
（
難

病
患
者
な
ど
は
診
断
書
か
特
定
医
療
費

受
給
者
証
な
ど
も
必
要
）

〇
日
常
生
活
用
具

　
在
宅
で
生
活
す
る
障
が
い
児
・
者
と
難

病
患
者
に
日
常
生
活
用
具
を
給
付
し
ま
す
。

日
常
生
活
用
具
の
例

視
覚
障
が
い
：
点
字
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
、

ポ
ー
タ
ブ
ル
レ
コ
ー
ダ
ー
、
時
計
な
ど

聴
覚
障
が
い
：
屋
内
信
号
装
置
、
通
信
装

置
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
）、
人
工
内
耳
用
電
池
な

ど
肢
体
不
自
由
：
体
位
変
換
器
、
訓
練
ベ
ッ

ド
な
ど

呼
吸
器
機
能
障
が
い
：
ネ
ブ
ラ
イ
ザ
ー
、

電
気
式
た
ん
吸
引
器

ぼ
う
こ
う
、
直
腸
機
能
障
が
い
：
ス
ト
ー

マ
用
装
具

知
的
障
が
い
：
頭
部
保
護
帽

対
象
者
　
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
の
交
付

を
受
け
て
い
る
在
宅
の
心
身
障
が
い

児
・
者
、
難
病
患
者
な
ど

申
請
に
必
要
な
も
の

　
申
請
書
、
印
鑑
、
見
積
書
、
カ
タ
ロ
グ

な
ど
の
写
し
、
身
体
障
害
者
手
帳
か
療

育
手
帳
（
難
病
患
者
な
ど
は
診
断
書
か

特
定
医
療
費
受
給
者
証
な
ど
も
必
要
）
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南
魚
沼
地
域
で
の
就
農
・
就
業
に
興

味
の
あ
る
人
向
け
に
就
農
相
談
会

【
問
合
せ
・
申
込
み
】 

　
南
魚
沼
地
域
振
興
局

　
農
林
振
興
部 

企
画
振
興
課

☎
７
７
２
‐
３
９
１
８

　
南
魚
沼
地
域（
南
魚
沼
市・
湯
沢
町
）で

新
た
な
農
業
の
担
い
手
を
確
保
す
る
た
め
、

農
業
へ
の
就
農
・
就
業
を
希
望
す
る
人
な

ど
を
対
象
に
就
農
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
事
前
に
申
込
み
を
し
た
就
農
希
望
者
な

ど
に
対
し
て
、就
農
に
関
わ
る
関
係
機
関・

団
体
に
よ
る
個
別
相
談
（
就
農
支
援
策
の

説
明
や
研
修
先
の
紹
介
な
ど
）
を
行
い
ま

す
。
就
農
・
就
業
を
希
望
す
る
人
な
ど
は

気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
時

・
８
月
12
日
㈬

　
午
前
10
時
～
正
午

　
午
後
１
時
～
午
後
５
時

・
８
月
19
日
㈬

　
午
後
１
時
～
午
後
５
時

　
午
後
６
時
～
午
後
８
時

会
場　
南
魚
沼
地
域
振
興
局
１
階

　
第
１
会
議
室

対
象
　
南
魚
沼
市
か
湯
沢
町
で
就
農
・
就

業
を
希
望
す
る
人
、
希
望
す
る
人
の
家

族
費
用　
無
料

申
込
み　
電
話
で
希
望
の
時
間
帯
を
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

締
切
り　
８
月
６
日
㈭

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

関
連
す
る
人
権
相
談

【
問
合
せ
】
法
務
局 

南
魚
沼
支
局

　
☎
７
７
２
‐
２
１
６
４

　
法
務
省
の
人
権
擁
護
機
関
で
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
不
当

な
差
別
、
偏
見
、
い
じ
め
な
ど
の
被
害
を

受
け
た
人
か
ら
の
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

　
困
っ
た
と
き
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

人
権
相
談
窓
口

み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

　（
全
国
共
通
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
☎
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
１
１
０

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　
☎
０
１
２
０
‐
０
０
７
‐
１
１
０

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
☎
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
人
権
相
談

　https://w
w
w.jinken.go.jp/

塩
沢
公
民
館
教
養
講
座

参
加
者
募
集

【
問
合
せ
・
申
込
み
】
塩
沢
公
民
館

　
☎
７
８
２
‐
０
１
０
０

　
い
い
汗
を
流
し
て
ス
ト
レ
ス
を
発
散
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
初
心
者
も
歓
迎
し
ま
す
。

歩
く
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
（
後
期
）

会
場　
塩
沢
公
民
館 

多
目
的
室

期
間
　
９
月
８
日
～
11
月
24
日
の
毎
週
火

曜
日
（
全
10
回
）（
９
月
22
日
、
11
月

３
日
を
除
く
）

時
間
　
午
後
８
時
～
９
時

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
（
後
期
）

会
場　
塩
沢
公
民
館 

講
堂
ほ
か

期
間
　
９
月
９
日
～
11
月
11
日
の
毎
週
水

曜
日
（
全
10
回
）

時
間
　
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

エ
ア
ロ
＆
ピ
ラ
テ
ィ
ス
（
後
期
）

会
場　
塩
沢
公
民
館 

多
目
的
室

期
間
　
９
月
10
日
～
11
月
12
日
の
毎
週
木

曜
日
（
全
10
回
）

時
間
　
午
後
８
時
～
９
時

や
さ
し
い
ピ
ラ
テ
ィ
ス
新
規

　
寝
そ
べ
っ
て
体
を
動
か
し
、
呼
吸
を
意

識
し
な
が
ら
体
幹
を
整
え
、
身
も
心
も
リ

ラ
ッ
ク
ス
。

会
場　
塩
沢
公
民
館 

多
目
的
室

期
間
　
９
月
11
日
～
11
月
13
日
の
毎
週
金

曜
日
（
全
10
回
）

時
間
　
午
前
10
時
～
11
時

共
通
事
項

締
切
り　
８
月
24
日
㈪

費
用　
５
，０
０
０
円
（
全
10
回
分
）

持
ち
物　
敷
マ
ッ
ト

講
師　
舘
野
明
子
さ
ん

そ
の
他　
申
込
者
に
は
後
日
、
日
程
な
ど

の
案
内
は
が
き
を
送
付
し
ま
す

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
☎
７
７
２
‐
２
５
４
１

　
マ
ル
チ
商
法
や
資
格
商
法
に
よ
る
消
費

者
ト
ラ
ブ
ル
、
多
重
債
務
、
不
動
産
、
相

続
、
離
婚
な
ど
の
法
律
問
題
に
、
弁
護
士

が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時　
８
月
20
日
㈭

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

会
場　
本
庁
舎
南
分
館
１
階

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

定
員　
５
人
　
相
談
時
間
は
１
人
約
30
分

締
切
り　
８
月
19
日
㈬
　
正
午

申
込
み　
電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

※
弁
護
士
と
の
相
談
時
間
を
有
効
に
使
え

る
よ
う
、
申
込
み
時
に
相
談
員
が
概
要

を
伺
い
ま
す
。
相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
、

お
受
け
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
多
重
債
務

も
含
め
、
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
に
応

じ
ま
す
。
身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

掲
示
板

市
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ



市などからのお知らせ 掲示板
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トウキョウ
ダルマガエル

背中の斑点が独立し
ている

トノサマガエル
背中が全体的に黒い

生
ご
み
や
果
樹
な
ど
を
放
置

し
な
い
で
く
だ
さ
い

【
問
合
せ
】

　
農
林
課 
農
業
振
興
係

　

 
☎
７
７
３
‐
６
６
６
３

　
市
内
の
山
際
を
中
心
に
ニ
ホ
ン

ザ
ル
の
出
没
が
増
え
、
農
作
物
の

被
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
野
菜
の
残
留
物
な
ど
の
生
ご
み
、

カ
キ
・
ク
リ
・
ク
ル
ミ
・
ク
ワ
な

ど
の
果
樹
、
お
供
え
物
を
放
置
す

る
と
、
サ
ル
を
寄
せ
つ
け
る
原
因

と
な
り
ま
す
。

　
生
ご
み
や
果
樹
な
ど
は
放
置
せ

ず
、
被
害
の
発
生
防
止
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

う
お
ぬ
ま
の
就
職
応
援
フ
ェ
ア

ｗウ
ェ
ブ
ｅ
ｂ
企
業
説
明
会
を
開
催

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
塩
沢
信
用
組
合 

本
部

　
☎
７
８
２
‐
１
２
０
１

　
魚
沼
地
域
の
20
社
が
参
加
す
る

合
同
企
業
説
明
会
を
、
ウ
ェ
ブ
会

議
サ
ー
ビ
ス
「
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
」
を
活

用
し
て
開
催
し
ま
す
。
参
加
は
無

料
で
す
。

対
象　
令
和
３
年
３
月
卒
業
予
定

の
大
学
生
、
専
門
学
生
、
既
卒

の
就
職
希
望
者
（
年
齢
不
問
）

日
時　
８
月
24
日
㈪
・
25
日
㈫

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

申
込
期
間　

　
８
月
17
日
㈪
ま
で

※
事
前
に
申
込
み
フ
ォ
ー
ム
か
ら

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

帰
ろ
う
さ
ぁ
、
ふ
る
さ
と
へ

２
０
２
１
南
魚
沼・魚
沼・湯

沢
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
開
催

【
問
合
せ
・
申
込
み
】
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
南
魚
沼
学
卒
担
当

☎
７
７
２
‐
３
１
５
７

　
南
魚
沼
市
・
魚
沼
市
・
湯
沢
町

の
企
業
で
働
き
た
い
学
生
な
ど
を

対
象
に
、
就
職
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。
保
護
者
の
み
な
さ
ん
か
ら

も
就
職
活
動
中
の
学
生
な
ど
に
ぜ

ひ
お
伝
え
く
だ
さ
い
。
参
加
は
無

料
で
す
。

参
加
企
業
　
20
社
程
度

申
込
み
　
必
ず
事
前
に
電
話
で
ご

予
約
く
だ
さ
い

日
時　
８
月
22
日
㈯
　
午
後
１
時

～
４
時
（
受
付
：
正
午
～
）

会
場　
南
魚
沼
市
民
会
館

締
切
り　
８
月
７
日
㈮

長
岡
高
専
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
２
０
２
０

【
問
合
せ
】
長
岡
工
業
高
等
専

門
学
校 

総
務
課

☎
０
２
５
８
‐
３
４
‐
９
３
１
７

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
テ
レ
ビ
を

使
っ
て
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を

実
施
し
ま
す
。

日
時　
８
月
８
日
㈯

　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

内
容　
学
校
紹
介
・
質
問
な
ど

申
込
み　
不
要
。
誰
で
も
視
聴
可
。

※
視
聴
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
長

岡
工
業
高
等
専
門
学
校
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い

八
色
の
森
か
ら 

㉘

【
問
合
せ
】

　
八
色
の
森
公
園
管
理
事
務
所

　
☎
７
８
０
‐
４
５
６
０

　
公
園
や
周
辺
で
見
ら
れ
る
生
物

な
ど
を
紹
介
し
ま
す

ト
ノ
サ
マ
ガ
エ
ル
と

ト
ウ
キ
ョ
ウ
ダ
ル
マ
ガ
エ
ル

　
ト
ノ
サ
マ
ガ
エ
ル
は
容
姿
が
端

正
で
い
か
に
も
殿
様
と
い
う
風
貌

を
し
て
い
ま
す
。
八
色
の
森
で
は

初
夏
か
ら
秋
ま
で
主
に
光
の
池
周

辺
で
見
ら
れ
ま
す
。

　
ト
ノ
サ
マ
ガ
エ
ル
に
よ
く
似
た

ト
ウ
キ
ョ
ウ
ダ
ル
マ
ガ
エ
ル
と
い

う
カ
エ
ル
が
い
ま
す
。
両
種
は
分

布
域
が
異
な
り
ま
す
。
関
東
か
ら

仙
台
に
か
け
て
は
ト
ウ
キ
ョ
ウ
ダ

ル
マ
ガ
エ
ル
が
、
そ
れ
以
外
の
本

州
・
四
国
・
九
州
な
ど
の
広
い
範

囲
に
ト
ノ
サ
マ
ガ
エ
ル
が
分
布
し

て
い
ま
す
。
新
潟
県
は
分
布
域
が

重
な
っ
て
お
り
両
方
見
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
見
た
目
が
そ
っ
く
り
な

た
め
混
同
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多

い
上
に
、
実
は
雑
種
に
な
っ
て
い

る
と
い
う
報
告
も
あ
り
ま
す
。

　
八
色
の
森
で
は
ト
ノ
サ
マ
ガ
エ

ル
が
多
い
で
す
が
、
六
日
町
付
近

で
は
ト
ウ
キ
ョ
ウ
ダ
ル
マ
ガ
エ
ル

が
た
ま
に
見
ら
れ
ま
す
。

　
両
方
と
も
在
来
種
の
中
で
は
大

き
く
て
強
い
カ
エ
ル
で
す
。
し
か

し
、
水
田
な
ど
の
生
息
環
境
の
変

化
や
外
来
種
の
ウ
シ
ガ
エ
ル
と
の

競
争
に
負
け
て
減
少
し
た
と
い
わ

れ
て
お
り
、
両
種
と
も
環
境
省
の

準
絶
滅
危
惧
種
、
新
潟
県
の
絶
滅

危
惧
Ⅱ
類
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
詫
び
と
訂
正

　
市
報
７
月
１
日
号
11
ペ
ー
ジ
の

「
緊
急
告
知
Ｆ
Ｍ
（
防
災
）
ラ
ジ

オ
の
一
般
販
売
を
開
始
し
ま
す
」

で
、
申
請
書
の
掲
載
ペ
ー
ジ
数
に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　
申
請
書
の
正
し
い
掲
載
ペ
ー
ジ

数
は
、
12
ペ
ー
ジ
で
す
。
お
詫
び

し
て
、
訂
正
し
ま
す
。

ご
厚
意
に
感
謝
し
ま
す

　
八
海
醸
造
株
式
会
社
様
か
ら
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と
し

て
、消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル（
５
０
０

㎖
）
１
５
０
本
を
ご
寄
付
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ご
厚
意
に
沿
う
よ
う
、

有
効
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。



News PlazaNews Plaza

　四十日保育園の年少から年長の園児22人が園庭でランニングバイク
に乗って屋外活動を行いました。
　ランニングバイクは、ペダルやブレーキがなく地面を蹴って進む自
転車です。ＲＩＤＥ ＯＮ 南魚沼プロジェクトの一環で、幼少期から自
転車に親しんでもらおうと市内の保育園・認定こども園に５月から無
償で貸し出しを行っています。
　園児たちは、バランスを取りながら軽快に走ったり、慎重にゆっく
り進んだりと思い思いに楽しんでいました。

ＲＩＤＥ ＯＮ 南魚沼プロジェクトとは
　自転車を活用し、住民の健康増進・観光振興・環境への負担軽
減・交通問題の緩和など、公共の利益を増進し、地域活性化につな
げることを目的としたまちづくりプロジェクトです。詳しくは市ウ
ェブサイト（「ＲＩＤＥ ＯＮ南魚沼プロジェクト」で検索）をご覧く
ださい。

みなみうおぬまニュースプラザみなみうおぬまニュースプラザ

6月18日㈭ 四十日保育園の園児がランニングバイクで屋外活動を行いました

　本庁舎で、株式会社魚沼中央トランスポートの代表取締役佐藤正一
さんが出席し、ランニングバイクの贈呈式が行われました。
　佐藤さんからは「新聞で市内の保育園児がランニングバイクに乗っ
ている姿を見て、とても良いものだと感じました。ランニングバイク
を待っている子どもたちに、少しでも早く順番が回って来ればうれし
いです」という言葉とともに、ランニングバイク15台をご寄贈いただ
きました。
　林市長は「多くの台数を寄贈いただき大変ありがとうございます。
大切に使わせていただきます。ランニングバイクに乗ることで、バランス感覚が養われ自転車に早く乗
れるようになることがあるそうです。市で推進している自転車を活用したまちづくり（RIDE ON南魚沼
プロジェクト）の一環として、自転車の普及に向けたランニングバイクによるレースの開催などを検討
していきたいと考えています」と寄贈への感謝を語りました。

6月26日㈮ ランニングバイクが寄贈されました

　本庁舎で、一般社団法人南魚沼建設業協会会長の井口和成さん、副
会長の羽吹忍さん、事務局長の山口恒一さんが出席し、避難所用床ロ
ールマットの贈呈式が行われました。
　林市長は「大きな災害は、６～７月に集中しています。今年はコロ
ナ禍ということもあり、避難所に関心が高まっています。今年の南魚
沼市民総合防災訓練は中止としましたが、模擬避難所の開設訓練など
で活用させていただきます。使用しないことが一番ですが、有事の際
には有効に活用します」と寄贈への感謝を述べました。
　会長の井口さんは「市長のいうとおり、備品は使用しないことが一番ですが、昨年の台風19号のよう
な災害が起こることもあります。市民のみなさんに安心を届けていただければと思います」と語りまし
た。

7月1日㈬ 避難所用床ロールマットが寄贈されました

ライドオン
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救 急 医 療

ほのぼの広場ほのぼの広場

【問合せ】保健課　☎773－6811
救急医療のかかり方　　　　　　　　　　　　　　　
① 電話をかける
　次の病院に電話で症状を伝えてください。
重症（意識がないなど）の場合は119番で
救急車を呼んでください。
●南魚沼市民病院　☎788－1222
●魚沼基幹病院　　☎777－3200
●齋藤記念病院（脳神経外科救急）　☎773－5111
※電話のかけまちがいにご注意ください
② 指示通りに受診する
•電話での指示に従って受診してください。
•スタッフの状況や症状などに応じて、他の医療機関
　を案内する場合があります。
•緊急度や重症度の高い順に対応するため、診察の順
　番が前後し、待ち時間が長くなる場合があります。
•休日・夜間は検査や人員体制が十分ではないので、
　できるだけ通常の診療時間内に受診してください。
夜間に困った時は
　夜間に具合が悪くなったとき（発熱、頭痛、おう
吐、下痢、けがなど）にご利用ください。
時間　19：00～翌朝8：00（毎日）
●新潟県救急医療電話相談　　対象　15歳以上
　☎025－284－7119（♯7119でも可）
●新潟県小児救急医療電話相談　　対象　15歳未満
　☎025－288－2525（♯8000でも可）

　７月１日㈬、南魚沼市図書館で県内の公
共図書館では初の「読書通帳」が導入さ
れ、この日の寄贈式に上田小学校３年生
21人が出席しました。読書通帳は図書館

で借りた本の履歴を銀行の預金通帳のように記録するこ
とができます。児童たちは思い思いの本を選び、読書通
帳への初記帳を体験しました。

行政
困りごと
相談

市民の動き
（　　　　）令和２年
６月末日現在

行政相談は、行政相談委員が、国の行政に関
する相談を聞き、制度や運営の改善に生かす
ための仕組みです。
※定例相談は毎月１回、第３水曜日に開催します
新型コロナウイルス対策のため、8月は開催を中止します

【問合せ】 総務課 防災庶務班　☎773－6660

● 人 口 　   5 5 , 6 3 1 人 （ 先 月 比  － 1 2 8 ）
● 男 　 　   2 7 , 2 5 5 人 （ 先 月 比  － 6 7 ）
● 女 　 　   2 8 , 3 7 6 人 （ 先 月 比  － 6 1 ）
● 世 帯 数   2 0 , 0 1 5 戸 （ 先 月 比  － 6 1 ）

日にち 行事名・時間・会場など

おはなしのじかん
11：00～11：30　南魚沼市図書館 児童コーナー

読書のつどい「のりもの」
10：30～11：00、14：00～14：30
　　　　　　　　  南魚沼市図書館 多目的室

猫の譲渡会（魚沼アニマルサポート）
13：00～15：00　イオン六日町店2階

ＤＶＤ上映会「ざんねんないきもの事典２」
10：30～11：20、13：30～14：20
　　　　　　　　　南魚沼市図書館 多目的室

プラチナＤＶＤ上映会「にっぽん百名山」
10：30～11：30、13：30～14：30
　　　　　　　　　南魚沼市図書館 多目的室

第8回農業委員会総会
9：00～　大和庁舎３階 旧議場

２日㈰

８日㈯

16日㈰

22日㈯

25日㈫

27日㈭

8月のカレンダー8月のカレンダー

　新しい生活様式をもとに開いていますので、ご
理解とご協力をいただき、ぜひご利用ください。
対象　南魚沼市に住所がある未就学児と保護者
※ふれ愛広場のみ小学３年生までの児童と保護者
時間　１部９：30～12：00、２部13：00～15：30

来場のみなさんへのお願い
・身分証明書の提示（住所がわかるもの）
・家庭での検温（来館前に測る）
・マスク着用（大人のみ）
・入室時の手洗いか手指の消毒
・水分補給・授乳以外の飲食はできません
※体温が３７.５℃以上ある人は入場できません
※咳や熱などの症状がある場合は検温や退場をお
　願いすることがあります。ご了承ください

【問合せ】子育て支援センター　☎772－7754

※新型コロナウイルスの影響により変更になる場合があります

　サマージャンボ宝くじが８月14日㈮
まで販売されています。1等５億円、

前後賞各１億円を含めると総額７億円が当選金になっ
ています。このサマージャンボ宝くじには「市町村振
興第848回全国自治宝くじ」という別名があることを
ご存じでしょうか？
　宝くじを購入していただくと、その収益金の一部が
市町村などに交付され、みなさんの生活に役立つ目的
に利用されます。社会貢献も可能な宝くじを購入して、
７億円の大きな夢を見ませんか？（秘書広報課　N・K）

　大 和 会 場　 大和庁舎（3階）
　毎週 月・水・木曜日

　１・２部ともに８組

　六日町会場　 イオン六日町店専門店館（１階）
　毎週 月・火・木～日曜日

　１・２部ともに２０組

　塩 沢 会 場　 塩沢庁舎（北棟２階）
　毎週 火・水・金曜日

　１・２部ともに８組

今月の
表紙


